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序章 
 
 
第１節 研究の背景と目的 
 
 本研究の目的は、事例分析と聞き取り調査をもとに、アウトリーチによって誘引される演
奏家の資質・能力とその形成過程を明らかにし、アウトリーチという「経験」の教育的な意
義を考察することである。 
演奏家は、アウトリーチで何を学び、その経験をどのように意味づけているのか。これが、
本研究に着手するに至った根源的な問いである。 
わが国においてアウトリーチは、1990年代後半から、日ごろ文化芸術に触れる機会の少
ない住民に対して文化芸術に触れる機会を提供する事業の名前として定着してきた。アウ
トリーチは、アメリカやイギリスの教育プログラムや文化政策の中で発展してきた方法論
であるが、日本への導入当初は主に、地方自治体が抱える公共ホールの活性化を目的とした
文化政策の側面が強調された。このような経緯でスタートしたアウトリーチも、導入から
10年以上が経過した現在では、その活用範囲は拡大し、多様な実践が展開されている。 ま
た、積極的に関わる演奏家が増え、アウトリーチが演奏活動の一端を担う存在になりつつあ
るという現状がある。 
 特に学校教育では、音楽科の授業の一環として継続的に取り組む事例も多く報告されて
いる。多様な実践が展開される一方で、アメリカのように今後わが国のアウトリーチが音楽
科にとってかわるといった安易な方向に発展する恐れも否めず、演奏家の専門性をどのよ
うに捉え、協働していくのかを議論する必要がある。 
 アウトリーチは、活動自体が普及したことと同時に、研究や事例報告もこの 15年で急激
に増えた。アウトリーチに関する研究を概観すると、3 つの状況が指摘できる。すなわち、
第一に、研究分野としての歴史も浅く、蓄積が少ないため、アウトリーチに関する多様な概
念が混在している点、第二に、マネジメント分野における実践報告への集中、そして第三に、
音楽教育においては、授業との教育的連携に関する提案や実践研究への集中、である。日本
音楽教育学会の『音楽教育実践ジャーナル』20号（2013）では、アウトリーチに関する特
集が組まれ、多方面からアウトリーチの成果や課題の検討がなされた。共通認識として、ア
ウトリーチでは、演奏家という第三者が入り込むことで、新たなコミュニケーションが生ま
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れ、既存の教育をより豊かにすることが期待されるという一定の支持を得ている。しかし、
①広義に解釈できること、②研究者の立ち位置が多様であること、そして③事例が急増して
いることの 3 点から、演奏者と聴き手の関係に課題や可能性を見出しつつも、それらを手
法や形式の問題として捉える傾向が強い。近年の研究では、アウトリーチがもたらす効果の
検証や評価の側面から、聴き手への、（特に、児童生徒への教育的な影響や福祉施設等での
実践）効果を扱う研究がある一方で、演奏家への影響に関して言及する研究が少ないことも
指摘できる。 
 また、先行研究では、アウトリーチにおける演奏家一般に対する役割の重要性を述べた
り、批判がなされたりすることはあっても、個々の演奏家がもつ「個性」や「個人史」が欠
落したまま議論が展開されてきたと言える。つまり、アウトリーチに介在する演奏家が何を
考え、どのように実践展開をしているのか、どのような課題意識や葛藤を抱えているのかを
詳細に捉えた研究はない。アウトリーチは、演奏家の人柄や個々の音楽との向き合い方が顕
著に現れる場であるにもかかわらず、実践する演奏家が誰であるかは特に問題にならず、演
奏家がどのような経験を積み変容していくのかに関してもあまり関心が払われてこなかっ
た。しかし、「演奏家個人」を念頭に置き、その背景や音楽観、人生観との関係性を考慮し
て実践を分析検討することは、アウトリーチにおける演奏家の変容を捉える上で、重要な視
点であろう。 
 そこで、演奏家のキャリアの中でもアウトリーチに携わるという「経験」に焦点化し、事
例分析と演奏家による自己省察を通して、アウトリーチがどのように意味づけられるのか、
またその経験を通して演奏家の何が変容するのかを明らかにする必要があると考えた。 
 本研究は、アウトリーチという「経験」の教育的意義を考察することを試みるものである。 
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第２節 先行研究の検討と本研究の位置づけ  
  
アウトリーチに関する問題を対象とした研究には、大きく３つの関心の潮流があるよう
に思われる。まず、アウトリーチという「手法」の可能性や課題への関心、次に、アウトリ
ーチという「活動」の効果や課題への関心、そして、演奏家とコラボレーションをすること
で生まれる「関係性」への関心である。 
まず、アウトリーチという「手法」に関する研究は、主としてマネジメント分野において、
文化芸術の普及の戦略として議論されてきた。一般財団法人地域創造の『アウトリーチ活動
のすすめ 地域文化施設における芸術普及活動に関する調査研究』では、「アウトリーチ」
という用語に関して、注釈の中で「文化施設では、日頃芸術文化に触れる機会の少ない市民
に対して、文化施設や芸術団体が働きかけを行うことを意味する。劇場やホールでは、芸術
普及活動全般を示すケースが多く、本報告書でも、芸術普及活動全般をさす用語として用い
た」1とある。新しい観客を開拓する戦略として活用され、実践報告の蓄積によってその概
念を作ってきたとも言える。林（2002）は、博士論文『音楽アウトリーチ活動に関する研究 
――音楽家と学校の連携を中心に――』の中で、学校と音楽家の連携に向けたシステム作り
やネットワーク、経済的な基盤を整備する必要性を指摘しており、「演奏家が出ていく」と
いう形式的なプロモーションではなく、アウトリーチをより充実した活動にすべくその内
容や仕組みに言及した点で、重要な研究であった。 
次に、アウトリーチというか「活動」の効果や課題については、音楽教育学の分野でも論
じられるとともに多くの実践が報告されている。 
梶田（2010）は、アウトリーチが子どもたちに与える影響に着目し、子どもの内的変化と
内的変化を引き起こした興味関心の対象を分析し、アウトリーチの効果を検証することを
試みた。自身が演奏家として定期的に小学校でのアウトリーチを実施し、演奏者と研究者の
２つの立場から検討を行い、児童に「感心、感動」「満足、喜び」「発見、理解」「意欲、要
望」の４つの内的変化が起きたこと、多様な側面に対して自由に興味をもつ時間となったこ
とがわかり、アウトリーチの音楽科教育への有効性が予測されたと結論づけた。また、音楽
科に関しては、とりわけ和楽器など日本の伝統音楽の学習においてアウトリーチ活動が活
                                            
1 財団法人地域創造『アウトリーチのすすめ：地域文化施設における芸術普及活動に関する調査研究報
告』、2001年、2頁 
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用されてきた。背景には、教師の和楽器の経験、知識不足があり、その解決策としてアウト
リーチが導入された経緯がある。瀧・今 （2014）は、外部講師を招聘するだけの活動に終
始しがちな連携の在り方を指摘し、外部講師と教師が連携した効果的な学習の方法を検討
した。演奏家とともに音楽の授業内でアウトリーチを実践し、教師と演奏家が互いに情報を
共有して、系統性を有したアウトリーチを連続的に行う必要性を述べている。 
さらに、「活動」の効果について、音楽系大学の高等教育の側面でも注目が集まり、赤木
（2009）、壬生（2013）は学生のキャリア教育のフィールドとしてアウトリーチ活動を位置
づけ、有効性について検討しいている。砂田（2007）は、人材育成の側面から、アウトリー
チに介在する演奏家に着目し、アウトリーチの問題として、関わる音楽家の創造性や多様性
の欠如を指摘した。そして、音楽家養成過程、すなわち専門教育においてアウトリーチを社
会経験の場として有効に活用すべきだと述べている。つまり、文化振興のためのアウトリー
チの改善を望むのであれば、「演奏家の姿勢の改善」が優先されるべき課題であり、演奏家
養成システムの整備が、地域文化振興に寄与できる演奏家の輩出になると提言したのであ
る。 
最後に、アウトリーチの「関係」に着目した研究は、教育心理学の分野において、新たな
関係性がもたらす学びに関する研究が蓄積されつつある。 
まず、茂呂（2006）は、アウトリーチの形態に着目し、見知らぬ他者と出会う「コラボレ
ーション」「参加」といった要素に新しい学習の可能性を見出している。演奏家、教師がそ
れぞれの立場から複数の視点を提供することで学習者の理解が深まるとした。城間・茂呂
（2007）の『中学校における専門家とのコラボレーションによる和楽器授業の展開過程』
は、本研究に重要な示唆を与えた。参加の過程を学習とみなす観点から出前授業における
「参加過程の変化」を課題、人的・物的リソースの配置、責任の３つの観点から分析し、コ
ラボレーションの意義と留意点を検討している。この研究では、目的を共有し一緒に実践す
ることで参加者のそれぞれ（児童、教師、演奏家）が発達の可能性を持つことをコラボレー
ションの意義として挙げ、参加者が共同で達成する①課題の設定、②環境の中に存在する他
者や道具を学習のリソースとなるよう組織化すること、③課題解決の責任の配分を留意点
として導き出している。 
さらに新原・茂呂（2015）は、音楽家の語りの分析から「子供のプログラムに対する反
応、それを考慮したプログラムの内容の改善、子供の反応への意味づけなど、様々な事柄に
ついて学習を生起させていた」ことを明らかにしている。また音楽家がアウトリーチを「観
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客の声を直接聞ける場所、子供の反応を直接見られる場所、緊張を維持しなければならない
場所」と語ったことから、「日常の演奏活動とアウトリーチの往還による実践への新たな意
味づけ」がなされていることを指摘し、「単なる新たな活動による知識の獲得といった垂直
次元の学習ではなく、アウトリーチは、相互作用による水平次元の学習を生起させる」とし、
本研究に重要な示唆を与えた。 
 以上のように、多様な分野で研究が蓄積されつつある、しかし、アウトリーチに関わる演
奏家に注目した研究は未だ少ない。特に、アウトリーチという経験が演奏家にもたらした影
響に関する研究は少ないと言える。本研究は、「演奏家個人」を念頭に置き、実践の詳細な
分析によって演奏家の変容を捉えるものであり、演奏家に焦点を当てたアウトリーチ研究
として、取り組む意義があると思われる。 
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第３節 研究の内容と方法 
 
１．本研究の視点 
本研究は、演奏家にとってアウトリーチがどのような経験として意味づけられ、蓄積され
るのか、その教育的意義を明らかにするものであるが、演奏家に焦点を当てる理由には以下
の 3点が挙げられる。すなわち、第一に、導入から 10年以上が経過し、アウトリーチに対
する演奏家の認知度が高まると共に、積極的に関わる演奏家が増え、アウトリーチが演奏活
動の一端を担う存在になりつつあること、第二に、近年、音楽系大学がアウトリーチをカリ
キュラムに組み込むなど、専門教育としての可能性や意義への関心が高まっていること、そ
して第三に、アウトリーチが演奏家にもたらす影響に関しては詳細な検討が行われてこな
かったこと、である。 
 本研究では、以上の理由から、演奏家にとってのアウトリーチの影響や意味に焦点化す
る。これまでの研究では、アウトリーチを演奏家が実施する「活動」として捉え、提供する
側面が強調されてきた。しかし、演奏家の「経験」として捉えることで、アウトリーチが演
奏家にもたらす影響について考察することが可能になる。本研究では、演奏家の成長という
視点からアウトリーチを再考したいと考えている。 
 
 
２．構成と内容 
 本研究では、以上に述べたような視点から、事例分析と聞き取り調査をもとに、アウトリ
ーチという「経験」の教育的な意義を明らかにしていく。 
 具体的には、まず第 1章において、演奏家という「生き方」「職業」に焦点をあて、演奏
家を取り巻く状況を整理した上で、文献調査と聞き取り調査をもとに、現在の演奏家に求め
られている力と役割を明らかにする。さらに、そうした力量形成の場として、アウトリーチ
が有効に機能する可能性ついて先行研究をもとに述べる。 
次いで第 2章では、アウトリーチとそこに介在する演奏家の関係を考察すべく、まず第 1
節ではアウトリーチの動向を整理する。さらに、第 2節では、アウトリーチにかかわる演奏
家に焦点化し、まず若手の演奏家とコーディネーターへの聞き取り調査から、アウトリーチ
実践における課題を明らかにする。以上の聞き取り調査をふまえ第 3 節では、アウトリー
チの経験を通して演奏家がどのように変容していくのか、その過程を詳細に捉えるために、
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17年にわたってアウトリーチ実践を展開してきたピアニスト Tに着目し、Tと Tの実践に
かかわった人々に対し、聴き取り調査を実施する。 
 第 3 章では、ピアニスト T の実践に焦点をあて、T のアウトリーチ活動の中でも長年か
かわっている三鷹市芸術文化振興財団の「小学校訪問演奏」を主に事例として取り上げ、実
践においてどのような要素が変容していったのか、その過程を詳細に分析検討する。 
 そして、第 4章では、前章までの調査分析と考察を踏まえ、アウトリーチという「経験」
によって、演奏家の中に育った資質・能力の有無とその諸相を明らかにする。 
 終章では、以上の論述を総括したうえで、演奏家の成長におけるアウトリーチの教育的意
義を主張する。 
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第４節 研究の対象 
 本研究において、まず第 1 章では、プロデューサーへの聞き取り調査、第 2 章では、演
奏家 3名、三鷹市文化芸術振興財団の職員 2名、コーディネーター2名への聞き取り調査を
実施する。そして、第 3章では、演奏家個人に焦点をあて、ピアニスト Tの実践を詳細に
検討する。本研究にかかわった人物と分析の対象となった事例は以下の通りである。 
 
１．ピアニスト T 
 ピアニスト T（以下 Tとする）は、1998年に共演者として初めて一般財団法人地域創造
の音楽活性化事業のアウトリーチに参加し、演奏活動の新たな在り方としてアウトリーチ
の可能性に惹かれ、以来自身のライフワークとして活動を展開してきた。筆者は、2011年
度に Tと出会ってから T氏のアウトリーチ、演奏活動の観察を継続的に行ってきた。Tは、
日本において「アウトリーチ」を普及させた（財）地域創造の事業の初期段階から関わった
演奏家の一人であり、前例がない中で試行錯誤を繰り返しながら活動を展開してきた草分
けと言える。現在は、演奏家育成という指導者の立場からアウトリーチに携わる段階に入っ
ている。 
 Tは、イギリス留学中に何度もサロンコンサートを経験し、演奏者と聴衆の距離が近く、
色々な立場から音楽を和気藹々と楽しむ雰囲気に触れた。この空間こそが T 氏の理想とす
る音楽空間であり、現在のアウトリーチや演奏会を形づくる際の柱となっている。 
 本研究では、T の 2005 年度〜2014 年度までの活動に焦点を当て、実践の変容とともに
演奏家としての T の変化・成長を捉えようとするものであるが、詳細に分析できる映像資
料が存在すること、いくつかの独自のプログラムがあり、その開発段階、試用段階、実践、
改良の過程について本人から詳細に聞き取ることが可能であること、さらに、Tが自己分析
や省察に積極的であることの三点から、アウトリーチに関わる演奏家の変容を捉える本研
究において重要な人物であると位置づけた。 
 
 
２．ピアニスト Tと筆者のかかわり 
 筆者がピアニストと Tと出会ったのは、2011年 8月である。一般財団法人地域創造の公
共ホール音楽活性化事業（以下おんかつと称す）のアシスタントを務めていた筆者は、おん
かつアーティストが一堂に会す地域創造フェスティバルにおいて T のパフォーマンスを目
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にした。当時、おんかつアーティストとして、また独自の演奏活動においても多くのアウト
リーチを経験していた Tは、（財）地域創造のモデルケースであり、かつ共演者やコーディ
ネーター、地域の公共ホール担当者の信頼も厚い存在であった。Tのアウトリーチは、構成、
内容ともに完成度が高く、特に、聴き手に対して多様な方法を用いて音楽を提示する点、ピ
アノという身近な楽器への多角的なアプローチを試みている点が特徴的であった。 
 筆者はこの出会いをきっかけに、2012年 6月に修士論文執筆にあたり Tにインタビュー
を行った。この頃の T氏は、「演奏家がアウトリーチをはじめたきっかけ」や「アウトリー
チをどのように意味づけているか」を問うために聞き取り調査を依頼した演奏家の一人で
あり、T の実践を詳細に検討するには至らず、また筆者が T の実践に深く関わるという間
柄ではなかった。その後 2013年度に、新潟で行なわれた地元のアーティストを対象とした
アウトリーチ研修で再会し、筆者は、Tがコーディネーターという立場からアウトリーチを
語り、演奏家を指導する姿を見ることとなった。実践家としての T の新たな側面に触れた
ことで、筆者はアウトリーチと T の関係や過去実践を丁寧に捉え直す必要性を感じるよう
になっていった。 
 そのような中、Tによるアウトリーチの実践報告を聞く機会があり、二年前の実践と比べ
て内容や方法が深まったり練り直されたりしている点を見いだすことができた。筆者は、多
くの経験の蓄積と、定評のある T が、よりよい空間を目指して、そして「音楽を共有する
こと」を問い続けながら実践を積み重ねる姿に驚くと同時に、今までの T の歩みを一緒に
振り返り、実践の分析とともにその過程を再考する意義を見出した。以後筆者は、Tのアウ
トリーチ講座やアウトリーチ、演奏家育成事業等に同行し、実践を観察してきた。そのあた
りから、Tとアウトリーチや演奏家という存在について話す機会も多くなり、単なる事業の
中の関係、あるいは実践者と観察者という立場を超えて、アウトリーチを違う立場から考え
る者同士という位置づけになっていったように思われる。 
 
 
３．聞き取り調査の対象者一覧 
 本研究では以下の 8名の方々に対し、聴き取り調査を実施した。本文中では、アルファベ
ットの仮名を用い、発言を引用しながら論を展開していくこととする。以下に示したプロフ
ィールは、当該の人物の詳細であるが、上記のピアニスト T とかかわりがある人物につい
ては、その関係性にも言及している。 
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名前 性別 職業 プロフィール 
Iさん 女性 財団職員 三鷹市芸術文化振興財団の職員。主催事業「小学校訪
問演奏」の開始当初から担当を務めてきた。Tのアウ
トリーチ実践に初期から関わってきた人物のひとり
である。 
Yさん 女性 財団職員 三鷹市芸術文化振興財団の職員。主催事業「小学校訪
問演奏」の担当者を務めてきた。Tと共に学校に赴き
アウトリーチづくりを支えてきた。企画・実践・振り
返りの書く場面を見てきた人物。 
Kさん 男性 プロデューサー （財）地域創造公共ホール音楽活性化事業では 1998年
の立ち上げからチーフコーディネーターを務めた
（2011年からアドバイザー）。2001年から第一生命ホ
ールを拠点としたＮＰＯトリトン・アーツ・ネットワ
ークのディレクターとして、コンサートとコミュニテ
ィ活動を両輪とした活動をプロデュース。また各地で
演奏家へのアウトリーチ講習などを通じてアーティ
ストと会館を結び付ける演奏家育成も行っている。 
プロデューサーという立場からアーティストとして
の Tの可能性に注目し、実践の場を提供してきた人物
である。T が初めてアウトリーチを経験した 2002 年
から現在に至るまで時には相談者、時には演奏家を判
断するプロデューサーとして関わってきた。 
Hさん 男性 プロデューサー 岐阜県多治見市文化会館（バローホール）の職員とし
て、子どもたちに本物の音楽を届ける「おんがくのた
ね」、歩いていける距離で音楽を楽しむ公民館連携事
業「Music トレイン」など、“生の音楽”を提供する事
業を展開していた。現在は、Tのパートナーとしてア
ウトリーチ事業の普及・研修活動を全国各地で行って
いる。 
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Sさん 男性 プロデューサー 音楽芸術を通じて企業の CRM,CSR 構築で多くの実
績を上げ、CHANEL Pygmalion Days プロデューサ
ーとして若手アーティストの発掘と育成を手掛けて
いる。 
Rさん 男性 シンガー・ソン
グライター 
音楽大学の作曲科を卒業後、シンガー・ソングライタ
ーとして創作・演奏活動を展開している。俳優やラジ
オのパーソナリティーの経験を生かし、登録アーティ
ストを務めた 2013 年度の浦安市のアウトリーチ事業
では、クラシックとポップスの両側面からプログラム
を組み立てた。その際に Tの研修を受講している。 
Pさん 女性 ピアニスト 日本の音楽大学を卒業後、ドイツ、イギリスに留学し
修了。帰国後は後進の指導に当たりながら演奏活動を
展開している。2010年には文化庁による「子どものた
めの優れた舞台芸術体験事業」のレクチャーピアニス
トを務める。2013 年度の浦安市のアウトリーチ事業
にて登録アーティストを務める。その際に Tの研修を
受講。以後、ソロ、室内楽を含め積極的にアウトリー
チ活動を継続している。 
Vさん 女性 ヴァイオリニス
ト 
音楽大学を卒業後、後進の指導を行いながら演奏活動
を展開している。2013 年度の新潟市民芸術文化会館
が主催したアウトリーチ研修会に参加しオーディシ
ョンを経て登録アーティストとなる。その際 Tから指
導を受けた。以後自身の演奏活動のひとつとしてアウ
トリーチ活動に取り組んでいる。 
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４．三鷹市芸術文化振興財団「小学校訪問演奏」 
三鷹市芸術文化振興財団の「小学校訪問演奏」は、平成 17年度より同財団の自主事業と
してスタートし、平成 27年度で 11年目を迎えた。平成 21年度からは、その活動が評価さ
れ教育委員会の事業として予算が組まれ、三鷹市の公立小学校 15校すべてに生の音楽を届
ける重要な事業として取り組まれ続けてきた。 
同事業と Tとのかかわりとしては、2003年度に（財）地域創造の公共ホール音楽活性化
事業の助成に端を発している。当時登録アーティストであった T のアウトリーチを経験し
たことで自主事業として実施することを決めたという経緯があり T とかかわりも深い現場
である。筆者は、Tがかかわった 2002年から 2014年までのアウトリーチの事例で映像記
録が残っている事例をサンプリングし、その内容とTの活動の中での位置づけを検討した。  
本研究は、アウトリーチに関わった演奏家がその実践や省察の過程で変容する姿を捉え
るものであるため、長期にわたる記録が必要不可欠である。また、その分析過程では筆者が
直接参与観察を行っていない事例も対象になるため、当時の様子を知る関係者が複数存在
することが重要な条件となる。以上の条件を満たし、かつ T にとっても重要な位置づけで
あることを鑑み、本研究では、三鷹市芸術文化振興財団で 2005年度から継続して実施され
ている『市内小学校訪問演奏』を事例として取り上げることとした。 
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第５節 本研究の学術的意義 
 
本研究は、以下の三点で学術的意義をもっていると考える。 
 第一に、演奏家に着目し、演奏家の成長の一要因としてのアウトリーチの教育的意義を論
じようと試みたことである。第 2 節で指摘したように、我が国のアウトリーチに関する研
究では、演奏家を研究対象にした例が少なく、アウトリーチが演奏家に与える影響に関する
研究の蓄積が未だに少ないという現状がある。よって、本研究は、演奏家のアウトリーチの
事例分析と自己省察を通してその変容を捉え、アウトリーチという「経験」によって誘引さ
れる資質・能力を考察することで、アウトリーチに携わる演奏家に対して実践を形づくる上
での視点を提示するとともに、音楽教育研究の専門教育分野にアウトリーチ研究の意義を
位置づける作業の一部となる。 
 第二に、研究課題を明らかにする方法として、事例の分析と演奏家や周辺の関係者への聞
き取り調査を行い、変容を立体的にとらえる質的な方法を用いた点である。現在までの各団
体の大規模な調査では、アウトリーチへの参加人数や実施回数、満足度等を数量的に捉え、
評価する傾向が強く、個人の経験に根ざした言葉を得ることは難しかった。また、アウトリ
ーチを実施する手続きや方法に関する事例報告や研究が多い一方で、実践の内容を詳細に
分析検討したり評価したりする観点や方法を提示した研究は少ない。よって本研究では、
「演奏家個人」を念頭に置き、実践の詳細な分析によって演奏家の変容を丁寧に捉え、検討
することを重視している。 
 第三に、アウトリーチを「活動」というだけではなく、演奏家の「経験」として位置づけ、
その諸相を捉えようと試みたことである。従来のアウトリーチ研究では、演奏家とのコラボ
レーション、芸術文化の普及、外部講師による音楽学習など、実施する側面を強調した「活
動」としてアウトリーチを論じてきたが、本研究は、演奏家の成長におけるアウトリーチの
教育的な意義を考察する目的で、演奏家の「経験」としてアウトリーチを検討する。 
 以上の 3点において本研究は学術的に意義があると考える。 
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第６節 用語の概念 
 
１． 演奏家の成長 
 まず本研究では「演奏家」という言葉を用いている。音楽を専門とする者を示す「音楽家」
という用語も存在するが、作曲家や指揮者なども含むため、器楽奏者を対象とした本研究で
は、それらを除くという意味で「演奏家」という用語を用いている。また、「演奏家」とは、
プロ、アマチュアを問わず演奏する者を指す場合もあるが、本研究では、演奏を通して音楽
表現を行う者で、自主的な活動であるか依頼された活動であるかを問わず、音楽活動で報酬
を得ていることと定義する。 
 次に、「成長」という用語は、発達、分化などの概念と密接に関係した隣接概念であるが、
①育って大きくなること、②育って成熟すること、という大きく 2つの側面がある2。発達
心理学の分野では、「成長」（growth）を年齢に伴った心身の形態や機能の変化と定義し用
いる場合が多い。個体の発育に伴う変化を完態への過程として捉え、形態的または機能的に
分化し、複雑化するという連関において考える場合に用いられる3。他方、発達過程におけ
る数量的増加を成長と呼ぶ数量の増加を示す概念に対して、上昇的変化だけでなく、特殊化
や複雑化といった質的な変化を含む概念として用いられる場合もある。特に教育学の分野
では、成長期と呼ばれる青年期以降を衰退と見なすのではなく、人生のどの時期においても
成長と衰退の両面が存在するとし4、一生の全過程を成長の過程と捉えている。 
「成長」には、量的な側面と、質的な側面があること、そしてどの時期にも変容として起
こり得ることを考慮し、本研究では、力を身につけたり、何かができるようになる、向上・
前進という一方向だけではなく、思考が発展したり、知識や能力が成熟していく、つまり広
がりや深化、複雑化という意味も含めて「成長」を用いることとする。 
 以上を踏まえ、演奏家の成長とは、表現者としての技能の習得、修練に加え、音楽するこ
とそのものの意味理解が成熟していくことと定義し、論を展開することとする。 
 
 
 
                                            
2 「成長」、『広辞苑』第六版、東京：岩波書店、2008年、1548頁 
3 秋山幹男「成長」、『発達心理学用語辞典』、京都：北大路書房、1991年、178頁 
4 繁多進「成長」、『新版現代学校教育大事典』、東京：ぎょうせい、2002年、350-351頁 
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２． アウトリーチ 
「アウトリーチ」は、もともと①手を伸ばすこと、②地域社会への奉仕活動、出張サービ
スという意味をもち、元来は社会福祉の分野で、ソーシャルワーカーが所属機関から直接利
用者のもとに出向き、直接的な情報を得る手段として用いられてきた。 
文化芸術分野では、美術が率先して開拓し、音楽では 1990年代後半から、公立文化施設
において、「日ごろ文化芸術に触れる機会の少ない住民に対して、その機会を提供する事業」
の名前として普及し始めた。 
音楽家が自ら聴衆のもとへ出向き、演奏やコミュニケーションを通して音楽の楽しさを
共有するこの活動は、15年を経て、「音楽家を派遣する」形でのレクチャーコンサートやワ
ークショップ、外部講師による音楽授業や部活指導など、活動場所や実施内容、そして活動
期間（単発か継続か）が多様化した。現在は「アウトリーチ」という用語には、様々な解釈
や用例がある。斉藤（2013）は、学校教育におけるアウトリーチの活動を大きく①鑑賞系、
②創造系、③技術指導系にわけ、さらに①鑑賞系の中でも、「鑑賞型」と「参加型」、②創造
系では「参加型」と継続的にかかわる「協創型」、③技術指導系は、「合唱」「器楽」「我が国
の伝統音楽」に活動内容と形態を整理している。このように、学校という文脈の中でも「ア
ウトリーチ」が指し示す活動は多岐にわたる。 
「アウトリーチ」は、音楽、美術等を含めた芸術分野では、芸術普及活動、芸術教育普及
活動を意味し、音楽分野に限定すると、演奏家や演奏団体が普段の演奏場所であるホールを
離れ、学校や病院等を訪問し普段音楽に触れる機会の少ない人々に対して音楽を届けたり
共有したりする活動といえる。現在は、音楽を提供する演奏家と享受する聴き手といった構
図を排除し、共に楽しむ活動方針を強調すべく、「アクティビティ」や「コミュニティ活動」
といった用語を用いる団体も見られる。また、アメリカでは、アウトリーチという用語に加
え、「コミュニティ・エンゲージメント」や「パートナーシップ・プログラム」という呼称
が用いられるようになり、ますます概念や形態の種類が多様化している。 
以上をふまえ、「アウトリーチ」という用語を使用するが、本研究では、日頃、音楽に触
れる機会の少ない人々に対して、「演奏家や演奏団体が外に出て行き音楽を届けたり共有し
たりする活動」に加え「広く音楽を普及することを目的とした手法」の意味を含め、「アウ
トリーチ」という用語を用いることとする。 
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第１章 現代の演奏家の役割と求められる力 
 
 
 昨今の社会情勢に伴い、演奏家をとりまく環境も大きく変わった。少子高齢化、グローバ
ル社会、経済の低迷、持続可能な社会など、あらゆる事物、事象は何らかの形で演奏家の考
え方やキャリア形成に影響をもたらしている。音楽を生業として生きていく演奏家たちは、
こうした社会の動向と対峙し様々な経験を積み重ねながら、演奏家という道を歩んでいく。  
本章では、演奏家の成長を論じるにあたり、まず演奏家を取り巻く状況に着目する。時代
と共に変わりつつある「演奏家の学び」に関する議論を整理し、求められる役割と能力につ
いて考察する。 
 
第１節 演奏家をめぐる状況と時代要請の推移 
 本節では、演奏家という「生き方」「職業」に焦点をあて、キャリア教育や演奏家の社会
的役割が議論されるようになった背景について文献調査をもとに考察する。 
 
１． 演奏家とキャリア教育 
 演奏家のキャリアについての議論が活発になったのはおそらく 2000 年代に入ってから
であろう。1990 年代のバブル崩壊後、レコード産業の衰退や、コンサートホールの閉館な
ど、音楽業界も厳しい局面を迎えた。また、雇用情勢の悪化に伴い、文部科学省、2010 年
度（平成 23 年）施行の大学設置基準の改正をもって「大学は、当該大学及び学部等の教育
上の目的に応じ、学生が卒業後自らの資質を向上させ、社会的及び職業的自立を図るために
必要な能力を教育課程の実施及び厚生補導を通じて培うことができるよう、大学内の組織
間の有機的な連携を図り、適切な体制を整える」とし1、大学の新たな課題として学生のキ
ャリア教育の推進が明示された。こうした動きに伴い、音楽大学においても学生のキャリ
ア、演奏家のキャリアなど、社会と連携した音楽の在り方、演奏家の在り方を再検討する必
要性が生まれた。 
 音楽大学のキャリア教育に関して、赤木（2011）は、キャリア教育に取り組んでいるアメ
リカの音楽大学 5 校のカリキュラムを紹介すると共に、演奏のキャリアだけでは音楽家と
                                            
1 文部科学省『大学設置基準及び短期大学設置基準改正要綱』平成 23 年度施行、参照 
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して自立することが容易でない社会状況を指摘した。そのうえで、演奏能力の向上に加え、
地域社会で活動するためのスキル、とりわけ、「ビジネススキル、コミュニケーション能力
を備えることが必要不可欠」とし、これらを組織的に育成する必要性を述べた2。 
 レッスンの友社発行の弦楽専門誌『ストリング』は、2008 年の 12 月から箕口一美氏に
よる『音楽でプロを目指すあなたのためのカウンセリング・ルーム』の連載を開始している。
この連載の主旨は、「演奏家、教職、アートマネジメントなど、音楽にかかわる仕事のプロ
になりたいとはっきり、又は漠然と考えている人たちの疑問や悩み、具体的な準備の方法な
どに答えながら「プロを目指す」ことの意味や心得、心意気を一緒に考えること」である3。 
具体的には、音楽に関わる職業の「その道のプロ」からのアドバイス、また演奏家のキャ
リアマネジメントの基本的な考え方や実際の方法としてプロフィール、写真、音源、売り込
み方など「プロを目指すこと」に必要な項目を全 37 回に渡って取り上げている。テクニッ
クや作品解釈、コンクールの結果や演奏会の批評などの記事が多い同雑誌において、演奏家
のキャリアについてこのように具体的な How To に関する特集を組んだ例は非常に珍しい。  
 この連載について内容を分析すると、同年の 8 月に出版されたアンジェラ・マイルズ・ビ
ーチングの『BEYOND TALENT 音楽家を成功に導く 12 章』という書籍の存在が関わっ
ていることがわかった。この本はアメリカ合衆国のニューイングランド音楽院でキャリア
サービスセンターのディレクターを長年務めてきた筆者が、キャリアカウンセラーの立場
から音楽家の成功について考え、キャリアデザインのノウハウを提案していく実用書であ
る。記事の連載を担当した箕口氏は同書の翻訳を担ったことから『ストリングス』の内容も
主に本書を軸に展開していると思われる。 
 まずビーチング氏は、音楽的な側面の才能と努力を前提条件とした上で、「才能あふれる
音楽家たちの中で成功を収めている音楽家の決定的要因」として①いつも動機を明確に持
つこと②自発性③ものごとをまとめる手腕の 3 点を挙げ、音楽家が身につけるべき特質で
あると述べている4。そしてこの 3 つの特質を基礎として、より具体的なスキルを「成功す
                                            
2 赤木舞「音楽大学におけるキャリア教育――米国の地域コミュニティ活動を中心として――」『昭和音
楽大学音楽芸術研究』No.4、昭和音楽大学音楽芸術運営研究所、2011 年、55-65 頁 
3 箕口一美「プロを目指すあなたのためのカウンセリング・ルーム」『弦楽専門誌 ストリング』2008 年
12 月号、レッスンの友社、2008 年、19-22 頁 
4 アンジェラ・マイルズ・ビーチング著『BEYOND TALENT 音楽家を成功に導く 12 章』、水曜社、
2008 年、序文の中で述べている。 
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るための 10 の原則」として示した。この原則は、ビーチングが多くの若い音楽家のカウン
セリングをする中で見出した有効な考え方と行動パターンであり、以下のように示した。 
 
 
【成功するための 10 の原則5】 
① 自分自身を知ること 
自分の長所短所を把握することで、演奏家としての独自性を見つけていく必要があ
る。その際、先生や仲間からの客観的な意見も交えて考えていくことが大切である。 
② 音楽業界について知ること 
業界で何が起きているのか、また他の演奏家たちが何をしているのかといった情報
を収集し、活動する場について把握すること 
③ ネットワーキング 
他の音楽家と情報やアイディアを交換すること。積極的に他者と関わり情報交換共
有の輪を広げていく努力を要する。 
④ 多様な選択肢を持つこと 
奨学金やコンクール、音楽祭、演奏会など情報を得て自身のできる事柄、フィール
ドを広げていくこと。これが次の機会へとつながっていくことにもなる。 
⑤ 態度を磨くこと 
評価と拒絶の双方を受け止める柔軟さを持ち、プロフェッショナルとしての態度を
身につける、あるいは意識づけること。 
⑥ コミュニケーション能力の見直し 
他者を尊敬し協力していくという意識や行動。言葉や振る舞いに責任を持つという
意味で、自身の言動を見直す必要がある。 
⑦ ビジネスライクな思考 
異なる分野のスキルを援用したり情報源を理解したりし合うことで他者とパートナ
ーシップを組み、自身のキャリアのチャンスを広げる努力をすること。 
⑧ 人を惹きつけるものを見つけること 
自分の売りは何かを分析し、自分と自分の音楽の独自性を明らかにすること 
⑨ 短期・長期的な目標を設定すること 
                                            
5 同上、21～26 頁を参照し、筆者がまとめた。 
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目標を設定し、状況によって微調整を加えながらも自分の方向性を明確にしていく
こと。 
⑩ 精神的コントロール 
自分と音楽との原点を探り、特に精神的な側面に関して自身をコントロールできる
ようになることが演奏家を推進させる。 
 
 
 ビーチングは、以上に示した演奏家に必要とされる 3 つの資質と 10 の要素を兼ね備えた
演奏家を「起業家的音楽家」と定義している。ビーチングの言う起業家とは「自ら新しいこ
とを始めて、実現させようとする人」を意味し、「音楽家も自分に最適な仕事の枠組みを作
り出していくという点では典型的なマルチ起業家である」と述べている。音楽面の鍛錬に加
えこうしたスキルを獲得することで音楽家としてのキャリアが開けるとした6。 
このような職業観や職能に関する議論は、キャリア教育の分野で既に蓄積されてきた。例
えば、就職活動や新入社員に関する能力を提示した『仕事のための 12 の基礎力』において
も、職業人に必要な能力として「12 の基礎力」を挙げている7。さらに、2006 年、平成 18
年に経済産業省は 3 つの能力（12 の能力要素からなる）「社会人基礎力」を提唱し、若者の
就業力人育成を推進してきた。詳細は図 1 に、そして専門能力との関係に関しては、図 2 に
示したが、注目すべきは、これらの項目と上記の演奏家に求められる資質や諸要素の多くが
対応、もしくは同じ内容を意味している点である。 
壬生（2014）は、「音楽家という職業は、音楽の専門能力や技術に加え、本来は一般的に
語られる社会人力の諸要素に長けている必要がある」とし、音楽家が現代社会で生きていく
ために必要とされる能力や技術を学ぶカリキュラムの必要性を説いた8。 
キャリア教育の台頭によって、専門的な知識に加えてどの分野にも共通する基礎力がク
ローズアップされた。社会の中で活躍する人材としての「演奏家」にもこうした能力が求め
られ始めている。 
 
                                            
6 同上、26 頁～28 ページ 
7大久保幸夫『仕事のための 12 の基礎力』日経 BP 社、2004 年の中で示された力①反応力 ②愛協力 
③楽天力 ④目標発見力 ⑤継続学習力 ⑥文脈理解力⑦専門構築力 ⑧人脈開拓力 ⑨委任力 ⑩相談
力 ⑪教授力 ⑫仲介調整力 
8 壬生千恵子「音楽大学と人材育成」『音楽文化創造』70 号、音楽文化創造、2014 年、7-10 頁 
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社会人基礎力（３つの力と１２の能力要素）9 
〈前に踏む出す力〉Action 一歩前に踏み出し、失敗しても粘り強く取り組む力 
①主体性 （物事に進んで取り組む） 
②働きかける力（他人に働きかけ、巻き込む力） 
③実行力（目的を設定し確実に行動する力） 
〈考え抜く力〉Thinking 疑問を持ち考え抜く力 
④課題発見力（現状を分析し、目的や課題を明らかにすること） 
⑤計画力（課題の解決に向けたプロセスを明らかにし準備する力） 
⑥創造力（新しい価値を生み出す力） 
〈チームで働く力〉Team Work 多様な人々とともに、目的に向かって協力する力 
⑦発信力（自分の意見をわかりやすく伝える力） 
⑧傾聴力（相手の意見を丁寧に聴く力） 
⑨柔軟性（意見の違いや立場の違いを理解する力） 
⑩状況把握力（自分と周囲の人々や物事との関係性を理解する力） 
⑪規律性（社会のルールや人との約束を守る力） 
⑫ストレスコントロール力（ストレスの発生源に対応する力） 
図 1 社会人基礎力一覧 小井塚（2015） 
図 2 社会人基礎力 経済産業省「社会人基礎力育成の手引き」参照 
                                            
9 経済産業省 http://www.meti.go.jp/policy/kisoryoku/ を参照し、筆者が作成した。 
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２． 演奏家の社会的役割の拡大 
2001 年に文化芸術振興基本法が施行されたことは、演奏家を取り巻く環境を大きく変え
るひとつの出来事であった。 
文化芸術振興基本法には、直接的な法的措置、財政上の措置を盛り込むことはなされてい
ないが、文化を重要な国の政策分野として明確に認識し、国や自治体、そして国民の努力、
連携を呼びかけた点で、文化政策に関わる法制度整備の重要な一歩であった。10 年以上が
経過し、様々な評価がなされているが、同法律は、社会における文化や芸術の位置を定め、
文化に社会的意味を付与したといえる。 
文化芸術振興基本法に基づいた動きとしては、文部科学省が第二次基本方針の中で、「子
どもの文化芸術活動の充実」を重点事項とし、文化庁の「子どものための優れた舞台芸術体
験事業」など、舞台芸術鑑賞教室の充実が図られたことなどが挙げられ、講話や派遣演奏、
ワークショップなどに多くの演奏家が動員された。 
また、2003 年頃から増加した音楽 NPO の活動も、演奏家に新しい活動領域を提供した。
近年では、「くらしに音楽プロジェクト」や「芸術家と子どもたち」に代表されるような、
市民と演奏家を結ぶ団体も増加している。 
こうした取り組みに共通しているのは、芸術文化の公共性という考え方である。税金を用
いて保護したり、共有したりすることで公共財として享受していくことを意味しており、文
化政策分野でも長く議論されてきた。音楽は、人間が動くことで運ばれるため、演奏家たち
には、社会と多くの接点を持ち活動することが求められている。 
 
 
 
第２節 演奏家支援の実際――聞き取り調査をもとに―― 
 
本節では、若手アーティストの発掘と育成プロジェクトで多くの実績を上げている音楽
プロデューサーへの聞き取り調査を実施する。実際に演奏家をプロデュースするプロセス
をもとに、その各場面でプロデューサーは演奏家に何を求めるのか、どのような方法を用い
るのかを検討し、第 1 節で明らかになった基礎力と照らし合わせながら、演奏家に期待さ
れる力量を明らかにする。 
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１． 調査の概要 
本インタビューは、音楽芸術を通じて企業の CRM,CSR 構築で多くの実績を上げ、
CHANEL Pygmalion Days プロデューサーとして若手アーティストの発掘と育成を手掛け
る S 氏に対して実施した。インタビューの所要時間は 2 時間ほどで、許可を得て録音によ
る記録を行った。インタビュー内容の詳細は巻末に参考資料として付した。 
本インタビューの目的は、まず、演奏家支援の状況と実際のプロデュースのプロセスにつ
いて、次に、その過程で演奏家に必要となると思われた資質・能力とはどのようなものか、
以上の二点を明らかにすることである。 
 
２． プロデュースの方法と内容 
 分析は、まず録音記録の逐語起こしし、トランスクリプトを作成した。次にインタビュー
を内容やエピソードによって区切り、筆者による文節化を行い、解釈を施した。以下にイン
タビュー箇所を「」で表記しながら、詳細に述べることとする。 
 
①演奏家の目標  
S 氏は演奏家をプロデュースするにあたってまず、演奏家に「具体的な目標設定」を課す。
その内容はアーティストとしてどうありたいか、活躍の場所や立場、そして年収、プライベ
ートにわたって項目を細かく設定し、より詳細にイメージして言語化していくことを求め
る。 
②10 年後の計画  
「目標を期限付きにする」必要性を挙げ、10 年計画を長期目標として、5 年、3 年、1 年
と短期の目標を設定していく。この長期・短期目標を設定する過程では、まず演奏家自身の
現状に目を向ける必要がある。例えばヴァイオリン業界の中で、「自分はヒエラルキーのど
こに位置しているのか」という現状を知ることから始まる。この部分については、「コンク
ールや試験等で比べられる」経験も多いため「本人が感覚として最も理解している部分であ
ろう」と述べている。更に、「テクニックはあるか、得意な作品は何か、容姿はどうか、芸
術性はあるのか」といった演奏家としての価値に関わる部分、今後挑戦したい事柄やフィー
ルドなど、実に詳細に分析していく。 
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 現実の把握と理解が不可欠となるこの段階では、演奏家は、時に感情的になる。よって、
しばしば自己否定に陥る場合もあるため「現実と挑戦したいことのバランスをとりながら」
少しずつ演奏家の目標を明確にしていくことが重要である。 
③社会の仕組み・現状を知る  
自己分析は、自己を知ることと同時に社会を知ることでもある。「音楽に関する職業には
どのようなものがあるのか」また「現在の日本のクラッシック業界の状況」といった「演奏
家として生きていく社会の仕組みや動向を知り、その中に自分を位置づけていく」作業が必
要となる。 
④データの分析と戦略の選定  
目標を達成するための現状を把握すると、次に、それらで得た項目、データを分析し、具
体的な戦略を以て形作る段階へと進む。ここでは演奏家が取捨選択をしていく必要がある。
目標に照らし合わせながら、プロフィールの作成、ホームページの制作、ネットワークをど
う広げるか、自分をどのように売り出していくかと言った細部のツールを集め、プロデュー
スしていく。この段階では、「ツールを準備することが目的なってしまうアーティストも多
く、目的と戦略、ツールをはき違えてはいけない」と述べ、あくまでも、自己分析や戦略の
選定は目的を達成する手段に過ぎないことを強調した。 
⑤実践  
実践では、例えばコンサートを企画実施するように、演奏家が具体的な活動を経験する段
階を意味する。S 氏は、自身が手掛けるコンサートでは、演奏家に対してプロデュースをす
る裏側をすべて公開してきた。特にコンサートの企画・実施の段階では、演奏家は単に演奏
をするだけでない。全体像を描いては逐一報告をしながら、集客、広告、舞台照明とコンサ
ートの場をつくる、あるいは 1 人の演奏家をプロデュースするプロセスを共有していく。
このねらいについて、「プロに任せたことは関係のない領域、ではなく知ることでイメージ
できるようになってもらいたい」と述べた。時間を費やし戦略や人々の関係、物事の動きと
その仕組みをひとつずつ見せていくことが、演奏家にとって「ひとつの環境をマクロとミク
ロで見る」視点を獲得していく機会となっている。 
S 氏の語りから、演奏家をプロデュースする大まかな手順を 5 つの段階に区切り、図 3 に
まとめた。 
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【プロデュースの過程】 
図 3 プロデュースの過程 小井塚（2015） 
 
 
こうした一連のサイクルを経験することで、演奏家は自己を理解し、選択肢を広げていく。
そして、再度自身の目標に立ち返り、見直したり軌道修正を加えたりしながら進んでいくこ
とができる。 
S 氏は、「自分がもっとも輝ける場所を見つける」つまり自己実現に向けて重要な要素を
3 つ挙げている。 
第一に信頼できるパートナーを得ることである。演奏家をプロデュースする際に避けて
通れないのが演奏に踏み込んだアドバイスであるが、その過程で演奏家が耳を傾けるかど
うかは関係性の質によることを何度も経験している。S 氏は「値踏みから始まる」関係と述
べたが、「プロデューサーとして信用できるのか、意見を聞くに値するか」を探り合う状態
からのスタートでどれだけ学び合える関係性を構築できるかが重要であった。一方で「値踏
みする関係はクラシックでは当たり前」と述べ、オーケストラと指揮者や共演者同士の関係
演奏家の
目標
10年後の計画
社会の仕組み
現状を知る
データの分析と
戦略の選定
コンサートなどの
実践
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性を例に挙げ、認め合い学び合う関係を演奏家はすでに経験していることを指摘した。よっ
て、同じことを別の分野の人々との間に応用できるかが焦点となり、そうしたパートナーを
音楽の内外で見つけることが演奏家の成長につながる。 
 第二にネットワークを駆使することである。これは第一の要素とも関わるが、「自分を盛
り立ててくれるネットワークをつくり、かつ的確な領域を分担できる」ことを意味してい
る。一人の演奏家があらゆる能力を身につけることは難しい。演奏家には、単独で活動する
だけでなく、自分のビジョンを明確にし、それを他者に説明して協力を仰ぐことで、実現し
ていく姿勢も必要であろう。そのためには、明確な指示を出すリーダーシップが求められ
る。しかしクラシックの演奏家はこうした「具体的な依頼を的確な人材に行う」ことを苦手
としており、そうした意味でのネットワークを十分に活用していく必要がある。 
第三に活動を言葉にしていくことである。これは自己実現のみならず音楽マネジメント
全体に関わる指摘として興味深い。S 氏は演奏家の活動を現す名称の少なさを指摘した。
「ピアノに関して言うと、ソリストの次ぎは先生。室内楽の指導者を何ていうか名前はな
い。だから私は○○と言えない」と例を挙げて述べ、名称が社会認識を作っていく関係性に
則り、自己の活動を言葉にして定義していく重要性を説いた。このことは結果的に、演奏家
の成功と言う考え方や、音楽を生業として生きる選択肢が少ない現状とも深く関わってお
り、演奏家が個々の活動を既存の職業や生き方に位置づけるのではなく、新しいあり方とし
て内側から拡張していく努力が求められる。それは演奏家にとって妥協ではなく、S 氏の述
べる「ナンバー1、オンリー1 になることが可能になるパラダイムシフト」である。 
こうした己と己を取り巻く環境を分析することは、選択肢が広がり目標が明確になるだ
けでなく「成功の定義を自分で見つける」ことにつながっていく。 
 
 
 
第３節 考察  
本節では、以上の文献調査と聞き取り調査を踏まえ、現在の演奏家に求められる能力につ
いて考察する。さらに、演奏家がそうした力を養う「場」や「経験」についても検討と提案
を行う。 
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まず、演奏家の成功について、第２節のプロデューサーS は、目標を明確に設定し、自己
分析と実践を経て演奏家自身が定義をしてく必要性を説いた。第 1 節で参照した『音楽家
を成功に導く 12 章』では、次のように述べられている。 
 
駆け出しのアーティストはしばしば「成功」をとても狭い見方でとらえています。「成
功」を狭く捉えると、音楽家は知らず知らずのうちに自身のキャリアの選択肢を限定
し満足度や達成感を得にくくなってしまう。 
 
現在の演奏家をとりまく状況として、音楽業界全体の縮小や演奏家のキャリア教育の必
然性を指摘したが、20 年前にビジネスモデルが破たんした現在、「演奏家たちには自分自身
の成功の定義を見つける必要」が生まれている。よって、自分の特性を認識したり把握した
りする自己分析と同時に、自分の活動を価値づけながら独自でプロデュースをしていく必
要が出てきている。 
 
 
１． 演奏家に求められる力 
 第 1 節で示した演奏家に求められている基礎力と、実際のプロデュースの場面で演奏家
に課される活動を照らし合わせると、共通する項目が数多く見受けられた。筆者は以上を踏
まえ、現在の演奏家に求められる能力を、大きく 3 つに集約した。すなわち、「自己分析力」、
「自己プロデュース力」、そして「動機づける力」である。 
第一に「自己分析力」は、己とその環境を含めた理解のことで、現状を把握することで選
択肢が広がり目標が明確になる。「成功の定義を自分で見つける」ために必要な力である。
この自己分析力は、第 1 節の「成功するための 10 か条」の①自身を知る、や②業界につい
て知る、④多様な選択肢を持つ⑧強みを見つけるといった項目や、「社会人基礎力」の要素、
④課題発見力⑩状況把握力などに見出すことができる。第 2 節のプロデュースの過程でも
状況把握、自己理解は目標設定のための準備段階として重要であった。自身を相対的に捉え
る視点と言える。 
第二に「自己プロデュース力」とは、ネットワークや情報を駆使し、最適な環境を作った
り自らを価値づけたりしながら演奏家としての自己を形づくっていくことを意味する。同
じく「10 か条」では、③ネットワーキングや⑥コミュニケーションの見直し、⑨目標設定、
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「社会人基礎力」の要素の中では、②働きかけ力③実行力、⑤計画力⑥創造力⑦発信力など
に当てはまり、演奏家自身が新たに行動を起こしたり、何かを発信したりする際に必要とな
る。 
第三に「動機づける力」とは、内的外的要因をコントロールしながら、自身を意識づけ、
目標達成向かって行動や思考を自ら促していくことを意味する。ストレスをコントロール
したり、意見や批判を柔軟に受け止めたりと、自己の内と外に折り合いを付けながら、最善
の選択をしていく力は、パフォーマンスを生業とする演奏家にとって欠かせない力と言え
る。第 2 節のプロデューサーのように、常に演奏家をサポートしてくれる他者がいるわけ
ではない。よって、演奏家は時に自身を対象化しながら、客観的に自己を分析したり、発信
したり、動機づけたりしながら進んでくことが不可欠となる。 
以上 3 つの力を示したが、重要なのは、示された能力を演奏家がどのように身につける
かということである。単にこれらの力を獲得することが一義的な目的ではない。社会的・文
化的実践の中で学びとられた知識こそが大きな有用性をもつため、演奏家自身が「経験」を
通して主体的に見つけていくことが重要である。 
 
 
２． 力量形成の場としてのアウトリーチの可能性 
「経験」について、デューイは『経験と教育』の中で、「質的経験が好奇心を喚起し、独
創力を高め、強力な願望や目的を創出し、能動的成長を促す」と述べ、ある体験をし、その
行為を反省的に思考する質的経験の重要性を論じた10。Oura&Hamano（2001）は、演奏家
の表現の形成過程を分析した研究において、コミュニティへの参加を通して演奏家が知識
や評価尺度を学習すること、またその過程で新しい表現を生み出していくことを考察して
いる11。このように参加や経験を経て、それらを反省的に省察し、知識や技能が獲得されて
いくことが明らかになっている。これらの研究は、演奏家の主体的な学びとそれに伴う成長
を論ずる本研究にも重要な示唆を与えた。 
                                            
10 ジョン・デューイ著、市村尚久訳『経験と教育』講談社学術文庫、2004 年、34-35 頁 
11 Oura & Hamano, “The Constitution of General and Specific Mental Models of Other People”, 
Human Development, 44, 2001, pp.144-159  
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本研究では、演奏家に求められている上記の 3 つ力を培う「経験」として、近年多くの演
奏家が関わっているアウトリーチが有効に機能するのではないかと考え、アウトリーチに
着目することとした。 
アウトリーチはもともと、アメリカやイギリスの教育プログラムや文化政策の中で発展
してきた方法論であるが、日本への導入当初は主に、地方自治体が抱える公共ホールの活性
化を目的とした文化政策の側面が強調された。このような経緯でスタートしたアウトリー
チも、現在では広く普及し、関わる演奏家にとっても演奏活動の一端を担う存在へと変化し
つつある。 
音楽系大学では、演奏家や音楽に関わる人材育成を目的とし、アウトリーチをカリキュラ
ムに導入する動きが活発化している。例えば、東京音楽大学、昭和音楽大学、神戸女学院大
学が連携した「音楽系３大学による共同プロジェクト–音大連携による教育イノベーション
−ミュージック・コミュニケーション講座」では、国内外から講師を招聘し、専門力、社会
性、コミュニケーション力を磨く実践的な授業を展開している12。 
演奏家教育におけるアウトリーチの教育的な側面について、津上（2013）は、「学生は人
間と音楽との関係を根底から考え直す機会を得ている」と述べ、音楽系大学の基礎教育とし
てアウトリーチを拡充していく必要性を強調した13。また、キャリア教育の視点から、壬生
（2013）は、音楽系大学のキャリア教育には、「演奏技術など、演奏家の職務能力にあたる
段階別指導がある一方で、社会へと繋げていく実践的教育の実施がある」とし、専門家教育
の学外活動としてアウトリーチの可能性に言及した14。 
音楽大学の実践例として、エリザベト音楽大学では、学生の学外演奏活動とは別にサービ
ス・ラーニングという枠組みでのアウトリーチ活動をカリキュラムに組み込んでいる。サー
ビスラーニングとは、大学での学びを社会貢献に生かし、またその体験から学生が学ぶとい
う循環型の教育システムである。地域の人々や社会に潜在する多様な音楽ニーズを理解し
ていくことで、演奏家や演奏家と聴き手をつなぐコーディネーターなど、音楽文化の在り方
                                            
12 音大連携による教育イノベーション公式サイト www.music-comunication.com  
13 津上智美「神戸女学院大学のアウトリーチ教育と 3 大学連携」、『音楽教育実践ジャーナル』vol.10, 
no.2, 日本音楽教育学会、2013 年、29-36 頁 
14 壬生千恵子「音楽教育におけるアウトリーチを考える――キャリア教育の視点とアウトリーチ――」
同上、63-70 頁 
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をデザイン（提案・企画）する人材の育成を目指している15。音楽家養成機関である音楽大
学の従来の教育は、「演奏技術を磨くことや音楽性を伸ばすことに重点が置かれていた」16
（高橋 2014）が、アウトリーチという新たなフィールドにおいて、時代の要請に応じたコ
ミュニケーション能力や社会性といった社会人基礎力を育てる教育へと、その役割が拡大
している。 
さらに、インフォーマルな学びの重要性を提言したライネッケ・シュメルデ（Rineke 
Smilde）らの研究は、音楽系大学のキャリア教育の必要性に言及するだけでなく、学び続
ける音楽家という視点を本研究に提供した。シュメルデの研究グループは、音楽家の生涯に
わたる学び、「ライフロング・ラーニング」を提唱している。Lifelong Learning とは、刻々
と変化する社会からの要請に対応できる音楽家の能力の獲得を目標とし、生涯にわたって
音楽を生業として生きていくことを可能にするための学びを意味している。つまり、音楽に
関わる能力、例えば演奏能力といった専門的なスキルに加え、第 1 節で述べたような社会
人としての基礎力を身につけながら音楽家として生きていくことを意味している17。 
特筆すべき重要な研究の成果は、シュメルデらが、こうした Lifelong Learning には、「フ
ォーマルな学び（Formal Leaning）」、「ノン・フォーマルな学び（Non-Formal Learning）」
そして「インフォーマルな学び（Informal Learning）」の 3 つの学びがあると提言した点
である。まず、「フォーマルな学び」とは、音楽系大学といった学校で行われる系統的な教
育である。カリキュラムを中心に、学生が師匠から教えてもらうという能動的な学び方であ
る。「ノン・フォーマルな学び」とは、課外活動や実習を指している。例えば学校教育の一
環としての校外学習などである。何かを学ぶ、理解するというよりも体験することを重視し
た学びを想定している。そして「インフォーマルな学び」とは、カリキュラムや教材はなく、
自身による動機づけに基づき学んでいく自主的な学びを意味している。 
                                            
15 エリザベト音楽大学公式サイト http://www.eum.ac.jp/ 
16 高橋千絵「音楽アウトリーチを行うアーティストの養成についての実証的考察」『エリザベト音楽大学
研究紀要』第 35 号、2014 年、エリザベト音楽大学、27-35 頁 
17 Smilde, Rineke. Musicians as Lifelong Learners: Discovery through Biography. Delft: Eburon 
Academic Publishers. 2009. 
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この「インフォーマルな学び」について、大類（2013）は、日常の学び、非公式の学びと
訳し、「学校という守られた場所から一歩外に出て、実際に音楽を発信していくこと」と解
釈したうえで、「自分の演奏のことだけでなく、相手の立場に立って、観客にとっての価値
あるプロジェクトを企て、多様な人と関係を築く」ことで実現されるとしている18。 
実社会との接点により、演奏家が知識や能力を身につけていくという「インフォーマルな
学び」は、多様な人々と出会う機会でもあるアウトリーチという経験にも内包されている可
能性がある。 
実際にアウトリーチにかかわった演奏家の意識の変化について、壬生（2013）は、アウト
リーチを行っているオーケストラ団員へのヒアリングをもとに考察している。アウトリー
チの現場で演奏家が直面する戸惑いについて、「音楽家としての従前の職業観との相違だけ
でなく、既存の音楽教育の中で育まれた指導・教育の範疇を超えた技能や知識、能力が必要
とされる状況から生じる」とし、アウトリーチに関わる演奏家に、何らかの資質・能力が必
要であることを示唆した。アウトリーチは、「社会と自身の音楽活動の在り方を考え直す契
機」であり、アウトリーチの普及は「音楽家たちに自発的な再教育を促してきた」と評価し
た。 
新原・茂呂（2015）は、音楽家の語りの分析から「日常の演奏活動とアウトリーチの往還
による実践への新たな意味づけ」がなされていることを指摘し、「単なる新たな活動による
知識の獲得といった垂直次元の学習ではなく、アウトリーチは、相互作用による水平次元の
学習を生起させる」とした。つまり、アウトリーチは演奏家が多様な人々やコミュニティと
交差することで、通常は着目しない行動を意味づけたり、既に身に着けた知識を組み替えた
りする学習を生起、促進させる場であると述べている。 
アウトリーチの特徴として、多様な人々との協働があるが、佐野（2013）は「異なる価値
観、感覚を持っている他者とかかわるからこそ、いろいろなものを得る、つまり新たな学び
が成立する」とし、演奏家や聴き手にとって、「アウトリーチという非日常的な活動の中で
の協働は自己変容の可能性を広げる」と述べている。そして、アウトリーチを企画する側、
                                            
18 大類朋美「社会における音楽家の新たな役割とスキルについての一考察」『洗足論叢』第 42 号、洗
足学園音楽大学、2013 年、8-11 頁 
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受け入れる学校側の視点から、こうした「協働の醍醐味を楽しめない音楽家は短絡的にアウ
トリーチに参加してほしくない」と、かかわる演奏家の姿勢や態度についても言及した19。 
これらの実践や研究から、アウトリーチが演奏家にとっての新たな学びの機会として注
目を集め、演奏家の力量形成の場として機能する可能性が示唆された。 
 そこで本研究では、カリキュラム論や評論ではなく、特定の演奏家の長期にわたる実践を
詳細に分析検討し、個人の変容過程を丁寧に記述することを通して、アウトリーチの有効
性、教育的な可能性を実証していくこととする。 
 
                                            
19 佐野靖「学校音楽とアウトリーチ」『音楽教育ヴァン』vol.23、教育芸術社、2013 年、24 頁 
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第２章 学びの場としてのアウトリーチ――聞き取り調査を通して―― 
 
 
異なる立場の人々が「協働」するアウトリーチの場では、演奏家同士、演奏家とコーディ
ネーター、実践側と受け入れ側（聴き手、教師）など、人と人のかかわりが生まれる。 
本章では、第 1 章の第 3 節で示した演奏家の力量形成の場としてアウトリーチ可能性を
検証すべく、協働による人々のかかわりに焦点化し、演奏家の経験を考察する。 
まず、現在のアウトリーチの動向を整理した上で、特にアウトリーチを経験した若手の演
奏家に着目して、実践における課題を明らかにする。そして、アウトリーチを自身の演奏活
動の主軸に据え、長年実践を積み重ねてきたピアニスト T に焦点をあて、実践を通して生
まれた人とのかかわりとその学びの諸相を捉えることを目指す。 
 
 
第１節 アウトリーチに関わる演奏家を取り巻く状況と課題 
 
１． アウトリーチの動向 
日本では、第 2次世界大戦後から、群馬交響楽団の「移動音楽教室」のようにオーケスト
ラによる芸術鑑賞教室が各地で実施され、「アウトリーチ」という概念が普及する以前から
類似した活動が存在した。しかし 1990年代後半、ハード面の充実に偏った文化政策への反
省から、公共ホールを中心に、ソフト開発の気運が高まり、ホールから市民に打って出る
「アウトリーチ」という手法が注目され、ここで初めて「アウトリーチ」という言葉が使わ
れた。この頃は、NPO法の成立や平成の大合併に加え、文化芸術振興基本法が施行された
時期であったため、「芸術普及」「教育普及」を掲げ、「音楽家が出て行く」というアウトリ
ーチのスタイルで、活路を見出そうとした自治体、団体が数多く生まれた。 
対象やコンセプトを明確に設定し、それぞれの目的や狙いに応じて主体的にアプローチ
を工夫できるため、アウトリーチは「芸術振興」という大きな目標を起点に様々な分野に普
及した。 
日本においてアウトリーチが普及したのは、この 15年あまりの動向であるが、当初は活
動の内容や意味を知る演奏家はほとんどいない状態であった。しかし、最近ではアウトリー
チという言葉の認知度は高く、演奏家は演奏活動の一環として積極的に関わり始めている。 
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第 1 章では、音楽系大学が学生のキャリア教育や基礎教育としてアウトリーチをカリキ
ュラムに取り入れ、アウトリーチに、コミュニケーション能力や自己プロデュース能力の獲
得など、演奏家養成課程に必要な教育的な要素を見出していることに言及した。林（2013）
は、この 15年の動向を「アウトリーチは一応の定着を見せ、導入の時代は終わったと言え
る」と述べ、現在は「アウトリーチを供給する側の多様化が進む中、内容に目を向けていく
新たな時代が始まっている」とした1。つまり、アウトリーチは、ホールから演奏家が出て
行くという、新しい形式そのものが重要視された 1990年代後半から、そこに、アウトリー
チでどのような対象に何をもたらすのか、という視点が加わり、2000 年代後半になると、
より質の高いアウトリーチを支えるための新たな人材を教育、開発していく段階へと推移
している。 
日本におけるアウトリーチの普及と発展には、一般財団法人地域創造（以後地域創造と称
す）の存在が大きく関わっている。特に、日本にアウトリーチという手法を広く紹介した点
と、全国の公立文化施設とのネットワークを構築した功績は大きい。 
（財）地域創造は、総務省の外郭団体として 1994年に設立されて以来、芸術文化の振興
によって豊かな地域づくりを実現することを目的に、様々な事業に取り組んできた。1998
年度に、クラシック音楽の若手演奏家のコンサートとアクティビティ（公共ホール音楽活性
化事業では、アウトリーチのことをアクティビティと呼んでいる）を組み合わせた「公共ホ
ール音楽活性化事業」（通称：おんかつ）をスタートさせ、公共文化施設と共同で多様なア
ウトリーチを実施してきた。この仕組みのモデルとなったのは、1960年に発足したアメリ
カのNPO団体 “Young Concert Artists” 2が展開している「ミニ・レジデンシー」という
コミュニティ活動である3。地域創造では、この方法論に着目し、おんかつの枠組みを構築
した。 
2010年度までの 3事業への参加は延べ 304団体、アウトリーチの延べ回数は約 1200回
に達している4。半ば手探り状態で始まったこの事業は多様な実践例を積み重ね、次第に現
                                            
1 林睦「音楽教育におけるアウトリーチを考える」『音楽教育ジャーナル』20号、日本音楽教育学会、
2013年 6-13頁 
2 NPOである YCAは、世界中の優れたアーティストを発掘し、そのキャリアを支援することを目的に
創設された。オーディションで選ばれたアーティストには、デビューコンサートの機会が与えられ、マネ
ジメントサービスが 3年間無償で受けられる。この一連の活動の中に、コミュニティに根差した演奏活動
「レジデンシ―」も含まれている。 
3 児玉真「地域創造事業の歩み」『地域創造レター』No.233、一般財団地域創造、2014年 8月、10-11頁 
4 財団法人地域創造『文化・芸術による地域政策に関する調査研究』財団法人地域創造、2010年、6頁 
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在のスタイルを構築していっており、日本におけるアウトリーチの普及を牽引してきた団
体のひとつと言える。 
 一方で、（財）地域創造が普及したアウトリーチの課題と限界も指摘され始めている。 
そのひとつに、4回のアウトリーチと 1回の本公演という形式が挙げられる。そもそも、
公立文化施設の活性化が主たる目的であるため、アウトリーチが本公演の集客を目的とし
た宣伝活動という側面がある。一方で訪問先である、学校の文脈では、アウトリーチにより
教育的な内容を期待したり、平等な芸術体験を求めたりするなど、提供側と受け入れ側の意
識のズレや認識の差異が生まれるケースもある。15 年の活動を経て蓄積された多くの実践
を分析し、仕組みや位置づけを見直す転換期を迎えている。 
こうした背景には、アウトリーチの認知度が高まったことで、演奏家や公立文化施設が独
自の事業を展開するようになり、「アウトリーチ」という活動が多様化したことが挙げられ
る。コミュニティプログラムや、エデュケーションプログラムなどと称し、識別を図ろうと
する動きもみられ、アウトリーチを独立した活動として位置づけ、研究・実践していこうと
する団体や演奏家が出始めている。 
 
 
２． 演奏家が抱える諸問題――演奏家とプロデューサーへの聞き取り調査より―― 
多様なアウトリーチが展開されている現在、関わる演奏家も急増している。活動自体の認
知度が高まる一方で、演奏家がアウトリーチの実践を見学したり、学んだりする機会は少な
く、訪問した現場が演奏家にとって初めてのアウトリーチ経験となることも少なくない。 
 高橋（2014）は、アウトリーチ研修で関わった若手演奏家の様子について「アウトリーチ
の考え方やプログラムの立て方は理解しているものの、実践の場でどのように取り組んだ
らよいかわからない様子が窺えた」と述べ、実践をイメージした研修プログラムの必要性を
強調した。演奏家たちはアウトリーチの現場で多様な課題に直面している5。 
 ここからは、アウトリーチの経験が 3年未満の若手の演奏家 3名（演奏家 P、演奏家 V 
演奏家 R）とアウトリーチを企画運営する立場であるコーディネーター2名（コーディネー
ターK、コーディネーターH）、への聞き取り調査をもとに、現在のアウトリーチ実践におけ
る演奏家の問題意識や課題を明らかにする。 
                                            
5高橋千絵「音楽アウトリーチを行うアーティストの養成についての実証的考察」『エリザベト音楽大学研
究紀要』第 35号、2014年、エリザベト音楽大学、27-35頁 
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インタビューの詳細は巻末に付録として付した。インタビューは、筆者との対談形式で、
1回 1時間～1時間半を目処に実施した。主な実施場所は喫茶店や公共ホールの会議室など
であり、いずれも対象者の許可をとり、録音による記録を行なった。聞き取り調査の内容か
ら、演奏家が直面する課題は、大きく 3 つに分類できることが明らかになった。ここから
は、引用箇所を「」で提示しながら考察していくこととする。 
 
 
（１） アウトリーチの理解と位置づけの違い 
 アウトリーチは、「演奏家が出向いて音楽を届ける」という形式が独り歩きし、その内容
や企画側の意図、聴き手への影響を含めたアウトリーチの場全体を意識することなく、現場
に出ていく演奏家も少なくない。 
Pは、初めてアウトリーチを見学した際の印象を「最初に見たときは、色々な仕掛けがあ
ることに気付かず、言い方は悪いが、やればできるだろうと思っていた」と述べ、「自身が
経験して初めて認識が変わった」（演奏家 P）と続けた。一方で、アウトリーチという言葉
を知る以前に、既に学校等での演奏経験がある演奏家も多い。Vは、「訪問して演奏すると
いうことは知っていたが、それ以上の認識がなかった」（演奏家 V）と答え、演奏活動のひ
とつということ以上の意識がなかったことを振り返った。 
 Kは、「地方の演奏家にとってアウトリーチは非常に切実な問題として捉えている」（プロ
デューサーK）と述べ、アウトリーチに関わることで演奏家意識を回復し、自身の重要な演
奏活動として位置づけている演奏家たちの例を示した。 
このように一口にアウトリーチと言っても、関わる演奏家の認識に差異がある点が第一
の課題である。アウトリーチでは、演奏の環境に関しても、訪問先が教育機関のみならず、
病院、高齢者施設などの福祉施設、公立文化施設など多岐にわたり、演奏空間としての設備
も、万全とは限らない。また聴き手に関しても、必ずしも音楽に興味を持っているとは限ら
ず、通常のコンサートと異なる要素が多い。 
 演奏家には、このような特徴を理解しつつ、アウトリーチの場で「何をするのか」という
明確な目的を設定することが求められる。この認識がないまま現場に赴くと、「行って演奏
する」という形式に終始した活動になりやすく、演奏家と聴き手の双方に予想以上の経験を
もたらすまでには至らないケースが多い。演奏家がアウトリーチの独自性や今までの活動
との違いを認識することで、現場に向かう構えが生まれてくる。そうした心づもりや想定と
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いった「構え」をもった状態で実践に臨むことで、目の前に広がる場から受け取るもの、見
出すものが次第と変化していくと考えられる。 
アウトリーチの認識や位置づけの差異は、演奏家が置かれている立場や状況によっても
異なるため、非常に個人的な問題であり、経験を通して、演奏家自身が見つけていくものだ
といえる。 
 
 
（２） 実践の内容と方法に関する課題 
 実際にアウトリーチを経験すると、演奏家はプログラミングや演奏、聴き手とのコミュニ
ケーションなど、各場面で葛藤や困難と対峙することになる。 
 まず、プログラミングに注目する。例えば、アウトリーチではしばしば、耳馴染みのある
選曲によるプログラムを目にするが、子どもの興味を引き、聴き手とコミュニケーションを
とる上でのひとつの戦略である。しかし、「子どもだから」「楽しい時間にしたいから」（演
奏家 P）が先行しては、本末転倒である。まずは、何を伝えたいのか、情熱をこめて届けら
れる作品は何か、そうした演奏家の思いを出発点として、具体的な方法を選び取っていくこ
とが重要である。Pの発言には、しばしば、「子ども」「大人」「高齢者」というように聴き
手を大きく区分している特徴が見られた。 
Vには、「アウトリーチの選曲＝ヴァイオリンの有名な曲」という固定観念があった。「得
に好きな曲ではないけれど、これを弾いておけば安心というのがあるから、そんな理由だけ
で選曲をしていた」（演奏家 V）と語ったように、自身の個性を出すことよりも、聴き手が
受け入れやすいという根拠のない理由が先行し、プログラムを構成していた。これに対し
て、研修を担当していたピアニスト T から「本当に弾きたい曲なのか」という指摘を受け
ている。2人の発言からは、相手の立場に立った選曲をしようと試みるも、その根拠となっ
ているのは、今までの経験によって形作られた、自身の固定観念に過ぎないことがわかる。 
このように、初めてアウトリーチを経験する演奏家は、例えば「子ども」には、「知って
いる曲」、高齢者には「昔懐かしい童謡」クラシックの初心者には「名曲プログラム」など、
ある種の固定観念をもって接してしまうことがある。演奏家自身の中にある固定観念を打
ち破り、聴き手とのコミュニケーションをどのように開いていくかと言う点も大きな課題
である。 
次に、多くの演奏家が直面するのは、トークである。Pは、「何を話すか、その内容に関
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しても、本やネットでたくさん調べた」（演奏家 P）と語り、その過程は演奏家にとっても
「発見の連続」であった。また、聴き手に情報を伝えるにあたっては、Rは「自分がリズム
やメロディー、ハーモニーってなんだと考える」（演奏家 R）きっかけになったと語ってい
る。つまり、情報を外に出す前に自身の中で捉え直す必要が出てきている。 
Vは、音楽を言葉にすることについて「言葉にすることにちょっと恥ずかしさを感じてい
ました。でも、言葉にできるようにならないといけないんだなと思いましたし、言葉できる
ようになるまで自分の中で整理させていない、見つけておかなければいけない」（演奏家 V）
と述べている。音楽を言葉にすることに抵抗感を抱く演奏家も多い。そもそも言語にして伝
えるということ自体が課題として立ちはだかる場合も多いことがわかる。 
言語に関しては、情報を伝えるだけでなく、アウトリーチの場では、聴き手へ働きかけた
り、反応したりする対応が必要となる。よって、「自分のテンションをどう持っていけばい
いかわからなかった」（演奏家 P）り、また、「子どもの意外な反応や想定外の求めていない
反応をどのように扱うのか」（演奏家 V）など、コミュニケーションに関わる課題が多く挙
げられた。Pは言葉づかいについても「教えますや、勉強しましょう、では教師になってし
まう」と指摘されたと振り返り、演奏家という立場で聴き手とかかわる難しさを挙げてい
る。 
さらに、アウトリーチの進行について、Vは、「子どもに対して、最初の頃は特に、こう
返してくれないと流れ的に困る、みたいなことが自分の中にあって、自分の理想の進行を押
しつけようと無意識にしていた」（演奏家 V）と述べ、臨機応変に対応しながら、柔軟に進
行していく意識と手法が欠けていたことを振り返っている。アウトリーチでは、演奏家主導
で進める場合と、聴き手の反応に対応しながら当初の計画を緩やかに変化させていく場合
があるが、こうした進め方においても、演奏家が直面するコミュニケーションの課題が浮き
上がってきた。 
演奏は、最も重要な部分であるが、アウトリーチにおいて、演奏家には演奏すること以外
に多方面にわたる対応やトークが必要となり、経験の少ない演奏家は、そうした状況の中で
の優先順位が変わってしまうこともある。Pは「当たり前のように楽譜を見ていたんです。
他のことを考える余裕がなくて。子ども向けのコンサートというと楽譜を置いていても大
丈夫だろうと、今思うとなんて舐めたことを言っているんだと思います。でもその時そうい
う感覚がなくて」（演奏家 P）と当時の心境を振り返った。 
このように、アウトリーチに関わる演奏家たちは、実践において多様な課題に直面してい
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ることが明らかになった。一方で、自分の実践に問題意識を感じても、「どうしていいかわ
からない状態のまま」（演奏家 V）実践を続けている演奏家も多い。アウトリーチの事例も
増え、ノウハウや手順などの情報は簡単に手に入る一方で、演奏家が自身の実践を修正する
機会や見直す観点がないことも課題として挙げられる。 
 
 
（３） 経済的側面の課題 
 アウトリーチと演奏家の関係を考える上で、避けて通れないのがギャランティの問題で
ある。Hは「1回 30万というのと、10万では演奏家の目つきが違う」と述べ、アウトリー
チの価格が活動の価値づけと結びついている現状を指摘した。演奏家がより積極的にアウ
トリーチに関わり、その位置づけを高めていくには、経済的な側面の課題を克服する必要が
ある。現在アウトリーチの価格相場は不安定な状況であり、アウトリーチの中身よりも、誰
が行うのかという点で価格が設定されるケースもある。例えば、アウトリーチ経験がなくて
も有名なオーケストラの団員と言うことで価格が跳ね上がったり、一方で若手の演奏家に
よるボランティアのようなアウトリーチがあったりと、極端な例も数多く存在している。 
 こうした状況を放置することは、「例えばアマチュアが発表の機会として無償でアウトリ
ーチをはじめる」ことや、「実力のあるアーティストのアウトリーチが適切に評価されない」
といった事態を招きかねず、内容をしっかりと評価し、演奏家が適当なギャランティを受け
取る仕組みを早急に整備する必要性がある。 
 
 以上、アウトリーチの動向を整理し、若手演奏家とコーディネーターへの聞き取り調査を
通して、アウトリーチに関わる演奏家を取り巻く課題として、①アウトリーチの理解と位置
づけの違い、②実践の内容と方法に関する課題、③経済面の課題が明らかになった。 
演奏家たちは、アウトリーチという場に身を置き、演奏家としての振る舞いや意識、聴き
手とのコミュニケーション、アウトリーチの目的の設定など、多様な次元の課題と対峙して
いる。その過程で演奏家たちは、経験を振り返ったり、聴き手の反応や他者からの指摘をき
っかけとして自身の固定観念に気づいたり、無意識の振る舞いを意識化して考え直したり
と様々な方法で課題と向き合っている。 
多様な課題を抱えながらも、演奏家たちが実践の中で模索し、ひとつひとつの課題を理解
して克服していく姿の一端を捉えることができた。これらをふまえ次節からは、長年アウト
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リーチに携わってきた、ある演奏家に焦点化し、アウトリーチをどのように展開してきたの
か、そしてその経験をどのように意味づけ変容してきたのか、の 2 点について聞き取り調
査をもとに検討していくこととする。 
 
 
 
第２節 ピアニスト Tとアウトリーチ 
 
本節では、アウトリーチを演奏活動の主軸に据え、17 年間にわたって実践を積み重ねて
きたあるピアニストに注目し、その実践の蓄積と課題克服の過程、そして葛藤との対峙な
ど、演奏家とアウトリーチの関係を詳細に分析していくこととする。 
まずは、ピアニスト T の現在に至るまでの音楽経験を詳細に聞き取り、T の音楽活動の
背景とアウトリーチの位置づけを明らかにする。次に、Tの音楽活動の中でも、アウトリー
チに焦点化し、それらの経験の意味づけと、経験を通した学びの諸相を自己分析と他者分析
によって明らかにする。 
 
 
１． ピアニスト Tのライフヒストリー 
T のアウトリーチの経験を考察するにあたりまず、ピアニスト T という人物の現在に至
るまでの歩みに着目する。半構造化インタビューを用い研究者と共に振り返り意味づける
ことで、第一に、音楽体験を時系列で追い、Tの音楽活動の歩みを概観すること、第二に、
出来事やそのつながりから、ピアニスト T の活動を支える理念や思想を明らかにすること
を目指す。 
ライフヒストリー研究では、特定の個人が経験した出来事のつながりが対象となる。個人
が自らの経験を主観的に意味づける様態やそこにおける個人の認識の有り様に関わった概
念であると共に、演奏家の自己と実践を密接に関連づけて把握すべきだという見方を含ん
むため、演奏家としての意識の芽生えやその変化、またアウトリーチの経験が演奏家の学び
の過程に与える影響について考察する本研究においては、適すると考えている。 
インタビューは、幼少期から現在に至るまでの教育体験、音楽活動を中心に、時系列に沿
って聞き取りを進めた。インタビューの詳細は巻末に付録として付したが、方法的性格とし
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ては、半構造化インタビューと呼称されているものであるため、最小限の質問事項を骨格と
して、話の飛躍や停滞、後退も含みながら自由に語ることを重視した。語りの内容を受け止
めながら、筆者が必要に応じて追加の質問を加えるという方法を採った。インタビューは、
筆者との対談形式で、2012年 6月 18日、2015年 3月 24日の 2回、いずれも Tの自宅で
1回 1時間～1時間半を目処に実施した。許可をとり、録音による記録を行なった。 
 分析にあたっては、「転機」に着目した。山崎（2012）は『教師の発達と力量形成』の中
で、「どのような出来事（event）が転機を引き起こすのか、人生においてどのような時期・
時機（timing）に転機が現れるのか、どのような境遇・状況（situation）において転機が生
まれやすいのかという点に着目した分析が重要」であることを指摘し、転機の前後の時期を
通覧することによって「非連続性を伴った発達の生成と変容の姿を捉える」必要性を述べて
いる6。T の歩みを概観すると「進路選択」「留学」「アウトリーチとの出会い」を機に音楽
とのかかわりが大きく変化していることがうかがえたことから、本研究では、これらを転機
と位置づけ、Tの歩みを大きく 4つの段階に区分しライフヒストリーを再構築した。   
すなわち、「習い事としての学習体験」、「日本での専門教育」、「留学体験」、「広がる演奏
活動」である。 
 それぞれの時期の出来事とその意味づけについて、以下に詳しく記述する。 
 
 
（１） 習い事としての学習体験 
ピアニスト T は 1970 年、母方の一族が幼稚園を経営する一家の長女として三鷹に生ま
れる。ピアノとの出会いは、兄が通っていたヤマハのエレクトーンレッスンについて行き
「やりたい」と言ったことであった。当初は母親が中心に手ほどきをしていたが、5歳（幼
稚園の年中）の頃、桐朋学園の「子どものための音楽教室」に通うこととなる。ピアニスト
Tは 1986年、現在幼稚園の園長を務める叔母の強い勧めにより桐朋学園小学校に入学する。
小学校に入学してからも音楽教室には通い続け、週 1 回のリトミックを用いた集団レッス
ンと、個人レッスンを受講した。以後中学 3 年の進路選択の時期まで継続して通うことと
なる。 
特に、Tの音楽経験に大きな影響を与えたのは、最初のイグチ先生との連弾の時間であっ
                                            
6 山崎準二『教師の発達と力量形成――続・教師のライフコース研究――』東京：創風社、2012年 
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た。「最初の先生が大好きで、もう連弾の時間がたまらなく好きだった」Tは、成長段階に
応じて先生が変わっていく時期には、「変わりたくないと泣いて親に頼んだ」こともあった。
中学２年生までは、定期的に先生が変わりながらも習い事としてのピアノという位置付け
で音楽を楽しんでいた。 
この時期の重要な教育的要素として、近所に住むアメリカ帰りの心理学者とその奥様に
よる英会話教室が挙げられる。近所の子どもたちを自宅に招き、英会話を教えながら外国の
話をしたり、お菓子をふるまったり、ときには留学生が遊びに来ることもあったという。「小
さくてすごく濃厚なコミュニティ」の中で、Tは外国への憧れを抱くようになる。そして英
語という言語への興味も高まり、音楽とは関係のない異なるコミュニティの中で次第に英
語圏への留学という夢を膨らませていった。 
中学 3 年生になると、音楽科か普通科かといった進路選択に悩み始める。音楽高校への
進学に向けたレッスンの過程では、楽しく音楽を学んでいた頃とは異なる、門下や派閥とい
った側面を垣間見ることとなる。こうした積み重ねによって、両親も音楽高校への進学に反
対するようになり、ますます進路選択が困難を極めた。悩みが深まる一方で、Tの刺激とな
っていたのが、海外招聘ピアニストによるプライベートレッスンであった。特に「スコダ先
生のレッスンですごく褒めてくださって、いいピアニストになれる、すぐに留学をしなさ
い」と言われたことが音楽高校進学を後押しした。 
小学校時代からの海外への憧れと、もっとピアノを学んでいきたいという 2 つの願いが
「留学をしてピアニストになってみたいな」という具体的な目標にまとまった。また、毎日
学生音楽コンクールで東日本１位という成績を修めたことも、外部からのひとつの評価と
して Tの自信となったようだ。 
ピアノが好きで続けていた「習い事のひとつ」であった音楽とのかかわりが、進路選択を
機に次第に変化している。Tの中にあった「音楽」というものが、自分が楽しむために学び
表現する音楽と、専門的に学ぶ対象としての音楽とに意識され始めた時期であり、そうした
意識の変化は、葛藤や具体的な目標の設定などに現れている。 
 
 
（２） 日本での専門教育（音楽高校～音楽大学 1年まで） 
音楽高校へ進学すると、室内楽への興味が高まる。「自分にとても合っていると思ったし、
人と一緒に弾くことで自由になれる感覚がった」という、室内楽のピアノという居場所が音
